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【第３期（2024/4-2024/9）】

安心・安全テック分科会
活動報告・振り返りまとめ
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体制　

※こちらの内容は会員の皆様へご共有及びHP上で一般公開いたします

委員長   藤田 将　（株式会社MJ 代表取締役）  

副委員長   土岐泰之様　（ユニファ株式会社 代表代表取締役 CEO）  

委員 

原山青士様　（株式会社H&Eテクノロジー）  

西畑進太郎様　（株式会社ニシハタシステム）  

多田出昇様 　（株式会社sketchbook）  

浦上悟様　（EMC Healthcare株式会社）  

日下部祐介様　（株式会社スマートエデュケーション）  

三好冬馬様　（一般社団法人 保育ICT推進協会）  

松本健一様　（株式会社ココロトヒナタ）  

田中秀一様　（株式会社日本標準）  

永田哲也様　（株式会社パパスマイル）  

佐藤丈彦様　（株式会社ユーボ）  

顧問 
アドバイザー  

PwCコンサルティング合同会社　古屋様　中村舞様  

玉川大学　乳幼児発達学科　教授　大豆生田 啓友 様  

学校法人正和学園　理事長　齋藤祐膳 様  

駒沢女子短期大学　保育科　教授　猪熊弘子 様  

多摩北部医療センター小児科部長　小保内俊雅　様   順不同 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第３期活動内容　

安心安全テック分科会の背景と、分科会の目的  

 

昨今の送迎バスでの 置き去り事故 や園内での 不適切保育 、さらには 誰でも通園制度 の開始など、施設

での子どもの 安全に対する対策がさらに重要性 を増している。  

 

このような背景から、 安全対策におけるテクノロジー活用 の重要性が高まっており、業務負担の増加が

見込まれる中での対策が求められている。  

 

安全を提供するテクノロジーが活性化していくな

か、安全に対する 基準やデータ利活用 が必要

になる 

安心安全テックを推進する活動の背景  

目的　ポイント１    

DX協会には安全対策に対するテクノロジーを

提供する企業が多数あり、課題に対する取り組

みを国と協調して進めていく  

目的　ポイント２  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第３期活動内容　

安心安全テクノロジーの役割  

園児の安全管理を補助   より安全で気づきのある保育へ  

事故や怪我のデータ取得。施設や国と連携す
るDBを構築し再発を防止  

施設監査のデータ等を取得し、保育の質の向
上をデータから見出す  

目 

的 

安 
全 
管 
理 
の 
補 
助 

デ 
┃ 
タ 
の 
利 
活
用 

既存価値の補助   新しい価値の創造  

位置情報 

生体情報 

etc 

DB
知識・経験  データ 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第３期活動内容　

主たる活動　：　サービスマップの作成  

１．施設の安全管理に必要なタスクの洗い出し  

２．市場にある安心安全テック製品の調査  

３．海外における活用事例の調査  

４．webサイトへ掲載するサービスマップまとめ  

５．印刷物として配布するガイドブックまとめ  

● 保育ICT推進協会 三好様が、スプレットシートを作成 

● 委員参加者が、自社や知っているテック製品を記入 

● パパスマイル 永田様が、海外事例を記入 

● （株）MJにて、webサイト構築に向けディレクション 

● （株）MJにて、印刷物作成に向けディレクション 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各社様から紹介いただくサービスを、協会のHPに掲載する方向で調整しています。  

サービスマップ原稿：委員会参加ベンダーより収集

成果やアウトプットについて -サービスマップ-　
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� 協会ホームページにて、左記の様にフォーマットを揃えて

各社サービスを紹介  

� 各社に入力いただくフォーム（Googleスライドとスプレット

シート）の用意ができ次第、slackにて展開。  

� 協会ホームページにある「 サービスカタログ」のような形で、

公開予定。

HPにて掲載するサービスマップ案

成果やアウトプットについて -サービスマップ-
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成果やアウトプットについて -ガイドブック-　

p1  表紙 

p2  目次 

p3  安心安全テックって？　・概要　・重要性 

p4  時間帯保育業務のタスクを紹介 

p5～16 

各テクノロジーに対するタスクと導入効果  

� 食事 

� 室内活動 

� 園外活動 

� 午睡 

続き 

各テクノロジーに対するタスクと導入効果  

� その他遊び（プール活動・水遊び）  

� 延長保育 

� その他作業関連（ヒヤリハット、研修計画）  

� その他不適切保育　　　　　　　　　　　　（虐待防止・

不適正保育の防止、写真の管理） 

� その他 

p17  事例紹介（海外版） 

p18  参考資料　事故報告資料 

p19  安心安全テックの未来 

p20  裏表紙 

印刷物としてのガイドブックも制作中  

ガイドブック原稿：委員会参加ベンダーより収集
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成果やアウトプットについて -ガイドブック-　

【デザイン案　表紙】   【デザイン案　各タスクページ】  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４期活動について

3期のアウトプットを利用し、国や自治体を巻き込み、安心・安全な環境を実現するアクションに落とし

込む

１．施設の安全管理に必要なタスクの洗い出し  

１．施設の安全管理に必要なタスクの洗い出し  


